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◎  飯野おやこ保育園の特徴  

個性・発達を踏まえた 
”今”に寄り添う臨機応変なカリキュラム 

大人もわからないことだらけ 
ハテナを楽しんで、一緒に探求！ 

発展性のある素材 

こどもの意思を尊重・選択できる保育 

保護者と保育士は本音で話せる関係性 

◎ 大切にすること 
  

  相手の声をしっかり聴き、 
自分なりに思いを伝え、対話をします 

  1人1人の ”やりたい！” を 
探求できる環境づくりをします 

  こどもの力を信じて、見守ります 
  1人1人の気持ちに沿ったサポートをします 

ここは  
“生きること”を楽しみ、 

育ち合う保育園。 
　 

こどもも大人も、 
互いに1人ひとりの違い（凸凹）を愛でながら 
“ 今 ” を大切にした日々を過ごしていきます。 

「こどもにとっていい」 
モノ、コト、ヒト 

を時代に合わせてデザインします 
　 

をビジョンに掲げる 
『こどもみらい探求社』 

が保育プログラムを監修します 



◎探求テーマ 
じかん、かたち、おと、いろ、ひかり、いきもの、からだ、ぶんか 

 
 日常に、すでにある素材から遊びに展開！ 

探求とは 
　 

こども自身が興味関心を持ち、夢中になって 
または、集中して取り組んでいる状態 

『飯野おやこ保育園』では、テーマはあっても、 
　そこに縛られないことを大切にしています。 

　 
保育とは、その日のこどもの状態・気持ちはもちろん、 

天候などによっても変化するもの。 
　 

常に “ 今 ” に目・耳・心を傾けます。 



作品をつくる、友達をつくる、人生をつくる 
何かを「つくる」ときには、 

”対話” と “探求” を十分にすること。 

わたしと人が仲良くなるた
めに 

”コミュニケーション ” 
が必要 

 
言語や非言語を通じて、 
他者と信頼を築く力 

わたしがモノと仲良くな
るために 

“クリエイティブ ” 
が必要 

 
概念にとらわれない 

発想力 

わたしが自然と仲良くな
るために 
“感性” 
が必要 

 
五感を磨き、自然から 

学ぶ力 

わたしが自分と仲良くなる
ために 

”自己肯定感” 
が必要 

 
自分らしさに自信を持ち、

やりたいことを探求する力 

“生きること”を楽しむ力 



◎ 飯野おやこ保育園の行事一覧 
【全体行事】 
  4月：入園式 
  6月：あめまつり（菜園の豊穣をお祈り） 
  7月：七夕 
  9月：引き取り訓練 / バザー 
10月：からだを動かす会 / 
11月：日々の作品展（1週間展示） / 遠足 
12月：クリスマス / 大忘年会 
  1月：いのちの日（いのちに感謝する日） 
  2月：すきなもの発表会 
　　　　（自分の好きなものを紹介する日） 
  3月：卒園式 

【クラスごとの行事】 
  5月：こどもの日 
  6月：時の記念日 / 虫歯予防 
  7月：プール開き 
10月：ハロウィン 
12月：餅つき（3歳～ 餅つき体験） 
  1月：七草（給食） / 鏡開き 
  2月：節分 
  3月：ひな祭り 
他にも、オリジナル行事「ありがとうの日」を導入 

引き取り訓練、バザー、からだを動かす会、 
大忘年会、好きなもの発表会は親参加となります。 

黒＝一般的な行事 / 青色＝飯野おやこ保育園オリジナルの行事 /  
緑＝一般的だが飯野おやこ保育園オリジナルの意味づけをしている行事 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
今後導入予定：夕涼み会（盆踊り）/ 
飯野 おやこ音楽祭（クラシック、民謡、Jazzなど様々な種類の音楽を楽しむ機会。地域の人を巻き込んでいく音楽Fes.） 

毎月の行事：防災訓練 

こどもの豊かな経験へとつながる季節ごとに出会ってほしい  
モノ・コト・ヒトや、知ってほしい文化たち。 
作品をつくる、友達をつくる、人生をつくる 

何かを「つくる」ときには、 
”対話” と “探求” を十分にすること。 





お絵描き、 
スキンシップ、 

飛んだり跳ねたり… 
その子なりの表現そのものが” アート ” 。 

　  
「アート活動」という言葉で、 

こどもがしたくないタイミングで、 
したくないことをやらせる…なんて  ナンセンス。 

本来、アートはそんな窮屈なものではなく  
のびのびと自由なもの。 

　  
こどもたちは、生活の中ですでに表現をしている。 

  
大人たちの役割は、 

そこに気づける目を持って、 
その表現が、さらに広がる環境をつくこと。 
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　 「英語絵本の読み聞かせ」 
と 

「家庭内での英語でのやさしい語りかけ」 
 

「絵本の世界に広がる豊かな絵とストーリー」 
と 

「お父様・お母様の愛情あふれる言葉」 
　 

この２つを通じて、 
自然な形で英語に慣れ親しんでいく。 

 
幼少時代から、 

こうした豊かな英語のインプットを 
たっぷりと与えることで、 

後の「話す」「書く」に必要な知識や感覚を 
自然に育てるメソッドです。 
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